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生活衛生
いしかわ

第109号

本年９月の能登半島豪雨
災害により被害に遭われた
組合員及びご家族の皆様に、

心からお見舞い申し上げます。
指導センターでは、前回の震災と同様に、被

害に遭われた組合員の皆様に引き続き支援措置
や融資など全体にわたる相談窓口の設置など、
全国センターや行政、公庫とも連携しながら支
援してまいります。

さて、当センターでは今年も11月の「生活
衛生同業組合活動推進月間」に合わせて、組合
の加入促進と組合活動の活性化に向けて「衛生
水準の確保・向上事業」の取組を行うこととし
ています。

生活衛生同業組合の組合員数は全国的に減少
傾向にあり、本県では過去10年間で約３割減
少していますが、一方で加入者増加に成功して
いる組合が全国に存在しています。そうした組合
では、組合員だけが受けられる低利子の融資制
度を全面的にアピールしたり、組合役員が加入
勧奨活動に取り組むなどにより、脱退者を上回
る組合加入者を獲得しており、各組合におかれ

ても、こうした全国の成功事例も大いに参考に
しながら取り組んでいただきたいと考えています。

組合員減少の要因として、組合加入のメリッ
トが感じられないといった声や、若い人の「組
合ばなれ」が進んでいることが聞かれます。時
代の流れとともに人々の価値観も変化していく
のを止めることはできません。しかしながら、
個々の利益の追求だけではなく、同業者同士の
絆を大切にし、業界全体のレベルアップをめざ
す組合の良さや重要性はこれからも変わること
はないでしょう。

また、数十年に一回と言われる自然災害が頻
繁に日本各地を襲うこの時代に、能登半島地震
の際に発揮された組合のネットワークを活用し
た全国からの支援などにみられるように、組合
の社会的な役割や機能が、これからますます求
められていくのではないかと思います。

そのために、組合活動を活性化させ魅力ある
組合づくりに努めるとともに、組合加入のメ
リットや組合ならではの良さを大いにアピール
し、組合員獲得に努めていただくようお願いす
る次第です。　

衛生水準の確保・向上事業について衛生水準の確保・向上事業について

（公財）石川県生活衛生営業指導センター　副理事長　行　野　欣　也

旧福浦灯台 Ⓒ石川県観光連盟
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衛生水準の確保・向上事業の取り組みについて事業報告

　秋の叙勲で、石川県飲食業生活衛生同業組合理事長の鍋島盛雄氏が旭日双光　秋の叙勲で、石川県飲食業生活衛生同業組合理事長の鍋島盛雄氏が旭日双光
章を受章されました。章を受章されました。

✿旭日双光章
石川県飲食業生活衛生同業組合理事長石川県飲食業生活衛生同業組合理事長
　　鍋　島　盛　雄鍋　島　盛　雄
●受章の言葉●受章の言葉
　この度はからずも旭日双光章拝受の栄に浴しましたのも、ひとえ　この度はからずも旭日双光章拝受の栄に浴しましたのも、ひとえ
に組合員の皆様をはじめ関係団体等多くの方々のご指導ご支援の賜に組合員の皆様をはじめ関係団体等多くの方々のご指導ご支援の賜
物であり、感謝に堪えません。この受章を励みに、今後も石川の飲物であり、感謝に堪えません。この受章を励みに、今後も石川の飲

食業並びに生活衛生営業全体の衛生水準の維持向上と業界の活性化に向けて尽力してま食業並びに生活衛生営業全体の衛生水準の維持向上と業界の活性化に向けて尽力してま
いる所存です。また、度重なる自然災害で今なお多くの生衛業者が苦しんでおられる能いる所存です。また、度重なる自然災害で今なお多くの生衛業者が苦しんでおられる能
登地方の一日も早い復旧・復興を心からお祈りいたします。登地方の一日も早い復旧・復興を心からお祈りいたします。

　永年にわたり生衛組合の組織の強化と業界発展のために顕著な功績を挙げら　永年にわたり生衛組合の組織の強化と業界発展のために顕著な功績を挙げら
れたことが認められ、令和６年度生活衛生功労者として、次の方々が栄えあるれたことが認められ、令和６年度生活衛生功労者として、次の方々が栄えある
表彰を受賞されました。表彰を受賞されました。

✿厚生労働大臣表彰
　　鮨　　　商　疋 田　幸 久（金沢市）　　　麺 類 食 堂　出 島　照 久（金沢市）

　　飲　食　業　有 川　義 雄（小松市）

✿（一社）全国生活衛生同業組合中央会理事長表彰
　　鮨　　　商　山 本　　 進（金沢市）　　　飲　食　業　松 本 　　正（能美市）

　　飲　食　業　橋 田 ふみ子（珠洲市）　　　� （敬称略、順不同）� （敬称略、順不同）

栄えあるご受章（賞）おめでとうございます栄えあるご受章（賞）おめでとうございます

　指導センターでは毎年11月の「生活衛生同業組合活動推進月間」に合わせ、生衛組合や関係
機関と連携して、生衛業の新規開業者の組合加入の促進や、組合活動の活性化を推進するための
取組を重点的に行っています。
　この取組の一環として、令和６年９月30日、しいのき迎賓館（金沢市）において組合役員や
保健所等の行政担当者、日本政策金融公庫金沢支店国民生活事業統括にご参加いただき、「衛生
水準の確保・向上推進会議」を開催し、生衛組合の現状と課題、各組合の今年度の取組などにつ
いて協議しましたので、その概要を報告します。
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●組合員数の現状
　県内の生衛組合の組合員数は減少傾向が続
いています。

●指導センターの本年度の取組内容
＜新規組合員の加入促進＞
・�令和５年度の新規営業許可店舗に対しダイ

レクトメールを発送（対象：約1500店）
＜広報啓発＞
・�全国センター作成の啓発チラシを生衛組

合、行政機関、日本政策金融公庫等へ配布
し、各機関において広報啓発を実施

・�県センター機関誌やホームページによる広
報啓発
＜生衛組合活性化塾＞
・�組合員を対象に経営の効率化や収益力向上

などに関する研修会を開催（予定）

●各組合の現状と課題、本年度の取組内容等
＜鮨商組合＞
・�組合役員を中心に未加入店への訪問活動を

実施（訪問目標：約20店）
＜麺類食堂組合＞
・�毎年、推進月間の取組を行っているが、減

少傾向が止まらない
・�カード手数料や行政の更新手数料の割引な

どでメリットを持たせられないか
・�組合役員を中心に未加入店への訪問活動を

実施（約15店）
・�11月11日の「麺の日」にあわせてキャン

ペーンを実施
＜社交料飲組合＞
・�役員による未加入店に訪問活動を実施
＜飲食業組合＞
・�10年後、組合が消滅するかもしれないと

いう危機感を持っている。すべての組合で
真剣に組合員を増やす努力をして、自分た
ちの組合をどう存続させるか、しっかりと
考えていく必要がある

・�未加入事業者から、メリットがない、会合
に出るのが面倒といった意見が聞かれる

・�支部役員による未加入店への訪問活動を実
施（加入目標：約30店）
＜氷雪業組合＞
・�組合員の高齢化が進んでおり後継者不足が

問題。今後、組合の統廃合が進んでいくの
ではないか
＜理容組合＞
・�儲かるためのメニューづくりや講習会な

ど、魅力ある組合づくりに取り組んでいる
・�組合加入の最大のメリットは借入利率の低

さ。衛経は強力な説得材料になるのでア
ピールしたい

・�役員を中心にした未加入店への訪問活動を
実施（加入目標：約３店）

・�感染症防止対策セミナーを開催予定
＜美容業組合＞
・�新規開店時、公庫や保健所からメリットの

紹介など組合への加入を働きかけてほしい
・�組合員１人が未加入店１店に加入促進す

る「プラスワン運動」に取り組む（加入目
標：20店）

・�衛生管理や組合の役割等に関するセミナー
を開催予定
＜公衆浴場業組合＞
・�銭湯利用者はほぼ現金。銀行で硬貨の両替

手数料が取られるため全国の業界が頭を悩
ませている

・�今後も入浴料金の見直しや銭湯の存続など
について、県や市町に対し要望活動を行っ
ていきたい
＜クリーニング組合＞
・�高齢化が進んでおり、二代目がクリーニン

グ師の資格を持たずに、副業としてお店を
手伝っているケースも多い

・�全組合員による未加入店への訪問活動を実
施（目標：訪問50店、加入３店）

・�衛生管理や組合の役割等に関するセミナー
を開催予定

※�１月末時点の組合員数の10年前との比較 ： 992人、 約
30％減少
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▪ �指導センター第３回理事会の開催
　令和６年10月７日、かなざわ石亭におい
て、令和６年度の収支予算補正と上半期の事
業報告などの事項について審議いただき、議
決承認されました。
＜審議事項＞
　１　令和６年度収支予算の補正
　　＜主な補正項目＞
　　　�　デジタル化に関する相談や指導を担う地

域デジタル相談員に対する研修会や、専門
家によるデジタル化実店舗研修など、生衛
業のデジタル化推進に関する新たな取組に
関する経費　など

　２　令和６年度上半期の事業報告

▪ 消費者苦情相談対応連絡会の開催
　９月30日、しいのき迎賓館で消費者苦情
相談対応連絡会を開催しました。本連絡会
は、生衛組合の代表者のほか、県、保健所、
消費生活支援センターの担当者が参加し、令
和５年中の生衛業に関する消費者からの苦情
相談の分析や各機関による対応内容などにつ
いて情報共有することで、苦情相談に適切に
対応できる体制づくりを図り、相談件数の減
少や生衛業のサービスの質の向上につなげて
いくことを目的に毎年実施しています。
　生衛業に関する相談件数は、近年コロナ禍
による消費活動の減少に伴って減少傾向にあ
りましたが、新型コロナが５類感染症となり
様々な経済活動がコロナ禍前に戻る過程に

あった令和５年においても減少傾向を維持
し、過去５年間で最少となりました。引き続
き苦情相談の発生件数を注視しながら、苦情
の減少に向けて関係機関との協力体制を強化
していきます。
　連絡会ではカスタマーハラスメント問題に
ついて、組合の出席者から生衛業でも今後対応
すべき課題だ、事業者が相談できる窓口を整備
してほしいなどといった意見が出されました。
今後、指導センターにおいても情報提供や研
修会の開催など対応したいと考えています。

▪ 消費者懇談会の開催
　令和６年10月21日、南加賀保健福祉セン
ターにおいて、地域の消費者団体や関係組合
の代表、行政の担当者にご参加いただき、消
費者懇談会を開催しました。　
　懇談会では消費者から寄せられた生衛業に
関する苦情相談の件数や相談内容、Ｓマーク
制度の意義や有効性などについて説明し、Ｓ
マーク登録店の一層の利用促進にご協力いた

【参考】
�他県の組合における組合加入の取組事例
　全国的な組合員数の減少傾向の中、組合員
数増加に成功した他県の生衛組合の取組を紹
介します。

＜熊本県飲食業組合＞
　組合加入メリットとして「振興貸付」「衛
経」と一般貸付との支払利息の差を具体的に
示してアピールしたことが大幅増につながっ
た（新規加入126名）

＜福岡県飲食業組合＞
　役員の意識改革により、具体的な加入者数
を数値目標化し、支部役員が問題意識を共有
した（新規加入228名）
＜東京都社交料飲組合＞
　支部ごとに加入目標数を設定し、支部役員
による未加入店への訪問活動を実施（新規加
入175名）
＜広島県美容業組合＞
　退職した潜在美容師の掘り起こしを行い、
人材不足に悩む美容室とのマッチングを行っ
た（新規加入33名）
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だくよう要請しました。　
　意見交換会では、消費者団体から、Ｓマー
クがあまり知られていない、消費者が安全・
安心な生衛業のサービスが利用できるよう、
Ｓマークのさらなる周知を図ってほしいなど
のご意見をいただきました。

▪ デジタル化実店舗研修の実施
　生衛業界におけるデジタル化の普及・推進
を図るため、店舗にデジタル化の専門家をア
ドバイザーとして派遣し、事業者・経営指導
員のデジタル技能をレベルアップさせるため
の指導を対面で行う実店舗研修を９月から実
施しています。
　今年度は応募があった理容、美容業、公衆
浴場業の３店舗において、LINE社の認定資
格を持つ「SPコンサルタント」代表の野田
進也氏が、パソコンやスマホを駆使して
LINE公式アカウントによる様々な機能を実
践的に活用するための指導を行っています。

※�本事業の応募は終了していますが、LINE公式ア
カウントを活用したい事業者の方は、開設から
初期設定、運用方法までを優しく指南するアド
バイザー派遣制度がありますので、是非ご活用
をご検討ください。

　⇒�お問合せ先：お近くの商工会、（公財）石川県
産業創出支援機構、石川県中小企業団体中央
会、石川県信用保証協会

▪ �クリーニング師研修会の開催
　トラブル防止対策や確かな技術力で利用者
に安心してご利用していただけるお店になる
ため、クリーニング業法で３年に一回の受講
が義務付けられているクリーニング師研修会
を、９月29日、県地場産業振興センターで
開催しました。　
　石川中央保健福祉センターの髙島康宏技師
から、衛生法規及び公衆衛生に関する法令の
改正点などについてご講義いただきました。
　また、大阪府クリーニング研究所の桑原富
夫所長からは、「洗濯物の受け取り、保管、
引き渡し」などについて、多くの事例を交え
ながら、分かりやすく講義いただき、受講者
は真剣に聴講していました。　
　研修終了後、受講者には修了証書及び研修
受講済みステッカーが交付されました。

理　容　組　合

「理容ボランティアの日」
各地で社会貢献

　全国理容連合会「理容ボランティアの日」
の９月９日㈪、各都道府県組合で社会貢献活
動が実施されました。

　石川県組合は、老人介護施設でのボラン
ティアカット、献血、大切な地域の環境を守
るクリーンキャンペーンなどを各地で行な
い、組合員ら80人が参加しました。
■金沢支部
　献血活動の協力と促進として、献血ルーム

「ル・キューブ」（金沢市袋町）でボランティ
ア献血を行ないました。

　 の配信が可能
　【�LINEチャット】　友だちになっているユーザー一人

ひとりとLINEアプリのトーク機能でチャットが可能
　【�ショップカード （ポイントカード）】　紙で行われて

いたポイントカードをLINE上で発行 ・管理が可能
　【�クーポン】　割引やプレゼント等などの特典を付

与するクーポンをLINE上で発行
　【プロフィール】　自店の基本情報を掲載
　【�ステップ配信】　条件に合致した顧客に対し複数

のメッセージを自動で配信　など

●�ＬＩＮＥ公式アカウントを活用した機能には、 次の
ようなものがあります。

　【�メッセージ配信】　友だち追加したユーザーに画
像やスタンプ、 動画など様々な形式のメッセージ
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■加賀支部
　事業推進部が中心となって、小松市の老人
介護施設「自生園ひらんて」でボランティア
カットを実施し、入所者19人に喜んでいた
だきました。
　クリーンキャンペーンは、小松・能美地区

が海岸を、加賀地区が駅周辺でそれぞれ実施
しました。
■能登支部
　クリーンキャンペーンは、羽咋地区と能都
地区が海岸を、七鹿地区が駅周辺でそれぞれ
実施しました。

金沢支部 能登支部加賀支部
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この広報紙は、生衛組合員の皆さんのための機関紙であり、消費者や生衛業の皆さんへの広報紙でもありま
す。なお、既刊の「生活衛生いしかわ」は指導センターホームページで見ることができます。
※誌面に関するご意見やお問い合わせなどがあればお知らせ下さい。

　　石川県生活衛生営業指導センター　　 ホームページ   URL  https://www.seiei.or.jp/ishikawa/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｅ メ ー ル   E-mail  ishikawacenter@seiei.or.jp

お  知  ら  せ


